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1. はじめに 

都心における活気の衰退が問題となっている現在、活

気を形成する徒歩に対し様々な形で情報提供が行われて

いる。都市散策の際に多く利用されているものとしてガ

イドブックなどの印刷物、地域のインフォメーションセ

ンター、インターネットなどが挙げられる。さらに、歩

行者 ITSとして都心回遊のための情報提供実験が各地で

行われている。大阪市においても心斎橋・御堂筋地区を

対象に PDAと非接触 ICを用いた実験が行われた。徒歩

利用者が街歩きを楽しむために必要としている情報ニー

ズを調査し、より効果的な提供情報のあり方を探る。 

2. 心斎橋歩行者 ITS実験ヒアリング調査 

平成 15年 10月、心斎橋・御堂筋地区において、PDA・

情報キオスクによる公共交通・施設情報提供を行う「都

市情報提供実験」を大阪市と大阪市立大学が共同して行

った 1）。実験は被験者が貸し出された PDAを用いて、非

接触 ICタグ(図-1)の「みどうすじ」から情報を引き出し

ながら、「現在位置」をもとに徒歩散策するものである。

実験において、被験者に同行してシステムの使い勝手や

情報ニーズに関するヒアリング調査を行った。主な意見

を表-1に示す。 

ここではこれらの中で「利用目的などでの店舗分類の

見直し」に着目し、図-2のような変更案を考えた。大型

店舗などでは利用用途を限定することが不可能なため、

一店舗に対し様々な観点から店舗選択できる形とした。 

3. 仮想心斎橋空間における実験 

上述の変更案(図-2)の有用性を確認するため、心斎橋

で用いたシステムを使い、平成 16年 1、2月に実験を行

った。実験サイトとして、仮想的に心斎橋を再現した大

阪市立大学工学部棟(図-3)を用いた。実験方法は図-4 に

示すとおり、被験者 48人を使用端末条件(表-2)ごとにグ

ループ分けをして行った。 

各被験者はコンテンツ構成の異なった PDA で 2 回の

実験回遊・評価を行った。結果は質問紙、PDAの操作・

移動履歴をもとに前後比較をした。また、仮想空間と心

斎橋現地との違いを考慮するため、端末 bに対する評価

を現地と比較し、仮想実験での前後比較における評価値 

「現在位置」

ICタグの現在地情報

「みどうすじ」

本実験で提供される店舗

等の情報（目的地設定）

「地下鉄・バス」

心斎橋から乗車できる地

下鉄・バスの時刻表と乗

り場情報

「おおさか」

実験対象地区外の大阪

市内情報

「店舗タグ」

情報提供を行ってい

る店舗(目的地)に設

置。店舗情報の閲

覧も可能

 
図-1 ICタグとそれぞれの提供情報内容 

 
表-1 追加・変更すべき情報内容(ヒアリング結果) 

指摘数(人)

5/14

5/14

3/14
2/14

簡潔な文章表現で店舗紹介
銀行手数料の提示

情報の追加・変更を行う内容

利用目的などでの店舗分類の見直し

飲食店のメニュー、値段、写真、座席数の情報充実

 
 
変更前 

第一画面 第二画面 第三画面　　　　　　　　　　第四画面

買う

カメラ

百貨店
ショッピングセンター

インテリア・雑貨 ACTUS

カメラのナニワ

大丸

心斎橋PARCO

TOKYUHANDS

ACTUS

カメラのナニワ

大丸

心斎橋PARCO

TOKYUHANDS

遊ぶ

銀行

食べる

コンテンツ内容表示店舗リスト店舗カテゴリー

 
 
 
 
変更後 

第一画面 第二画面 第三画面※ 第四画面

買う

カメラ

百貨店
ショッピングセンター

インテリア・雑貨

レコードショップ・楽器

カメラのナニワ

TOKYUHANDS

SonyTower

ACTUS

心斎橋PARCO

ソニープラザ

イシバシ楽器店

LOFT心斎橋

ヴァージンメガストア

大丸

カメラのナニワ

大丸

TOKYUHANDS
心斎橋PARCO

ACTUS

TOKYUHANDS
遊ぶ

銀行

食べる

コンテンツ内容表示店舗リスト店舗カテゴリー

 
図-2 「現状の店舗分類の見直し」の変更内容（例：「買う」） 
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上昇分の、現実空間への敷衍の可能性を確保している。 

4. 実験結果 

（1）主観的評価 

質問紙項目から次の質問を抜粋し、回答に得点を付け、

前後比較（増加量）分析を行った(図-5)。 

Q1.1 分類名称のわかりやすさ（5段階） 

Q1.2 分類方法のわかりやすさ（5段階） 

Q2 分類名称と情報内容の一致（3段階） 

その結果、グループⅡ(変更なし→あり)では後半がよ

りわかりやすいと感じ（増加量が正）、グループⅠ(変更

あり→なし)は逆の結果になっていることから、変更案が

評価されていることがわかる(図-5)。 

（2）被験者行動の定量的分析 

被験者それぞれの PDA 操作・動作履歴から被験者行

動の前後変化の分析を行った。使用するデータは次のも

のである。なお、被験者動作時間の定義を図-6に示す。 

st ：目的地選択（停止）時間（秒） 

rt ：移動時間（秒） 

on ：PDA操作(戻るボタン押下)回数 

l：目的地までの最短距離（m） 
1） 1Y = )1( +os nt ：コンテンツ閲覧時間の変化 

Y1は各アクションあたりの操作時間であり、コンテン

ツへの興味を表す指標である。「アクション」とは具体的

な 1つの店舗に関するコンテンツ閲覧行為と定義される。

Y1増加量を比較すると図-7 のようにグループⅠに比べ、

グループⅡがより大きな値に分布している。このことか

ら変更案が良いと評価されていることがわかる。 

2） 2Y = lt r ：提供情報による回遊時間の変化 

Y2を求めることにより移動時間の基準化を行う。分布

(図-8)を見ると、Ⅱの方が広く分布しており、後半でよ

り長い時間をかけて徒歩を行った人、つまり徒歩を楽し

んでいた人とそうでない人の差が激しかったといえる。 
5. おわりに 
本研究では仮想実験に供した店舗分類の見直しが有

効であったことを、主観的評価、PDA操作履歴から得た

Y1を用いて確認できた。今後の課題として、Y2のように

個人の状態や属性が大きく影響する指標に関しては、そ

れらを考慮した分析を行う必要がある。また、店舗分類

の見直し以外にも店舗情報の充実に関するニーズが現地

ヒアリングで出されており、これらを仮想空間で検証す

る実験方法の確立を図っていきたい。 

ICタグ設置場所
実験対象仮想店舗

Ｇ棟F棟

C棟

Ｄ

棟

0 40m

 
  図-3 実験範囲と ICタグ設置状況 

 

 

グループⅠ

グループⅡ

(変更あり→なし)

(変更なし→あり)

回遊① 回遊②

a

b 評
価
②

PDA操作、移動履歴

評
価
①

a

b

 
図-4 実験の方法と流れ 

 
 

表-2 使用 PDAの種類 

端末a 店舗分類方法に変更あり

端末b

端末の仕様

店舗分類方法に変更なし(心斎橋実験と同様)  
 

 
図-5 被験者評価値変化量グループ別平均値(n=48) 

 

目的地決定 目的地到着ICタグから

情報取得

ts t r

戻るボタン

※ ※

※目的地選択の際のアクション  
図-6 実験での被験者動作時間の区分 

 

 
図-7  Y1の個人別平均値の増加量（グループ別分布） 

 

 
図-8 Y2の個人別平均値の増加量（グループ別分布） 
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